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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
東
方
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【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
１
６
５
Ｓ

【
作
者
名
】

　
作
者
月
詠

【
あ
ら
す
じ
】

　
俺
は
ア
ン
チ
ク
ロ
ス
の
残
骸
を
足
止
め
兼
倒
し
て
、
親
友
の
探
偵
と
魔
道
書

が
邪
神
を
倒
し
た
頃
…
俺
は
静
か
に
自
ら
の
魔
道
書
に
見
取
ら
れ
な
が
ら
死
ん

だ
…
…
は
ず
だ
っ
た
！
？
「
一
応
キ
ミ
っ
て
ば
、
連
中
…
旧
神
と
な
っ
た
ん
だ

よ
？
そ
の
直
後
死
ん
だ
け
ど
」
「
っ
て
か
お
前
、
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
！
？
」
「
だ

か
ら
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ
！
さ
ぁ
行
く
が
い
い
！
新
た
な
旧
神
よ
！
キ
ミ
用
に

用
意
し
た
舞
台
が
、
キ
ミ
を
待
っ
て
い
る
！
」
「
ち
ょ
、
ふ
ざ
け
…
ぎ
ゃ
あ
あ
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あ
あ
！
」
　
ど
う
な
る
よ
俺
！
？
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と
あ
る
魔
術
師
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

こ
れ
は
二
次
創
作
作
品
で
す
。

デ
モ
ン
ベ
イ
ン
は
未
プ
レ
イ
。

東
方
は
ノ
ー
マ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
レ
ベ
ル
。

ロ
ボ
タ
ッ
ク
は
結
構
う
ろ
覚
え
。

東
方
関
係
は
次
回
か
ら
で
す
。
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と
あ
る
魔
術
師
の
エ
ピ
ロ
ー
グ

―
―
こ
こ
は
何
処
だ
ろ
う
か
？
―
―

　―
「
先
に
行
き
な
よ
九
郎
。
君
ら
は
先
に
行
く
べ
き
だ
」

　―
―
こ
の
声
―
―
―
誰
だ
？
―
―

　―
『
■
■
■
、
お
前
！
』

―
『
う
つ
け
！
■
キ
■
の
命
を
無
駄
に
す
る
気
か
ッ
！
』

　―
―
こ
の
声
は
―
―
―
そ
う
だ
。
三
流
魔
術
師
で
、
お
人
好
し
な
探
偵
と
…
古

臭
い
口
調
で
小
五
月
蝿
い
魔
道
書
の
精
だ
…
…
―
―

こ
う
る
さ

　―
『
彼
奴
は
本
来
な
ら
ば
死
人
…
何
時
物
を
話
さ
な
く
な
る
や
も
分
か
ら
ぬ
状

態
だ
っ
た
！
し
か
し
、
彼
奴
め
…
自
ら
の
『
存
在
そ
の
も
の
』
を
魔
力
と
肉
体

に
無
理
矢
理
変
換
し
お
っ
た
…
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
―
―
―
』

―
「
あ
あ
―
―
―
輪
廻
の
輪
に
入
る
事
無
く
、
関
わ
る
も
の
か
ら
の
『
記
憶
』

か
ら
も
死
ん
で
…
『
完
全
な
死
』
を
遂
げ
る
だ
ろ
う
な
」

　―
―
こ
れ
は
…
あ
あ
、
そ
う
か
。
邪
神
と
戦
う
前
に
、
今
ま
で
戦
っ
て
き
た
ア

ン
チ
ク
ロ
ス
の
デ
ウ
ス
・
マ
キ
ナ
の
残
骸
が
襲
っ
て
き
た
ん
だ
っ
け
。
―
―
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　―
『
だ
っ
た
ら
尚
更
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
何
で
俺
達
を
信
用
し
ね
ぇ
ん
だ
よ
！
』

―
「
バ
ー
ロ
ー
…
『
信
じ
て
る
』
か
ら
こ
そ
、
お
前
等
に
邪
神
を
任
せ
る
ん
だ

よ
…
…
大
丈
夫
だ
。
記
憶
か
ら
消
え
る
の
は
人
間
だ
け
だ
…
魔
道
書
と
か
人
じ

ゃ
な
い
の
と
か
は
覚
え
て
っ
か
ら
…
『
完
全
な
死
』
じ
ゃ
ね
ぇ
ん
だ
よ
」

　―
―
そ
う
そ
う
…
こ
ん
時
の
俺
っ
て
ば
、
死
に
損
な
い
の
癖
し
て
二
～
三
世
紀

生
き
て
…
―
―

　―
「
行
っ
て
こ
い
よ
探
偵
―
―
―
お
前
ら
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
何
か
ご
馳
走
し

て
や
ん
よ
」

―
『
―
―
―
―
―
あ
あ
、
絶
対
生
き
て
ろ
よ
』

―
「
お
う
…
」

　―
―
馬
鹿
正
直
な
お
人
好
し
と
悪
友
に
な
っ
て
、
人
を
う
つ
け
だ
馬
鹿
者
だ
と

か
罵
る
魔
道
書
と
出
会
っ
て
…
―
―

　―
「
そ
れ
に
、
俺
に
は
エ
ノ
ク
と
ロ
ガ
エ
ス
が
い
る
」

―
「
…
…
任
せ
る
」

　―
―
物
静
か
な
魔
道
書
と
、
誰
に
も
扱
え
な
か
っ
た
俺
だ
け
の
鬼
械
神
と
出
会

マ
キ
ー
ナ

え
た
。
―
―

　―
「
さ
ぁ
、
早
く
行
け
よ
―
―
―
魔
を
断
つ
剣
！
」

デ
モ
ン
ベ
イ
ン
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―
『
ッ
―
―
―
―
―
征
く
ぞ
ア
ル
！
』

―
『
承
知
！
』

　―
―
正
直
、
眩
し
い
連
中
だ
っ
た
。
見
も
心
も
…
魂
さ
え
も
外
道
に
染
ま
っ
た

ま
じ
ゅ
つ

俺
に
と
っ
て
は
…
な
―
―

　―
「
…
ゴ
メ
ン
な
、
エ
ノ
ク
。
こ
ん
な
こ
と
に
付
き
合
せ
て
…
」

―
「
…
…
心
配
無
用
。
ア
■
■
と
一
緒
に
生
き
て
、
死
ぬ
…
そ
れ
が
、
一
番
の

幸
せ
だ
か
ら
」

―
「
…
そ
っ
か
。
じ
ゃ
、
お
約
束
い
っ
て
み
る
か
！
！
」

―
「
…
う
ん
！
」

　―
―
エ
ノ
ク
は
俺
に
と
っ
て
、
最
大
で
最
高
の
相
棒
で
…
大
切
な
ヤ
ツ
だ
―
―

　―
「
怨
恨
の
空
よ
り
来
た
り
て
…
」

―
「
悲
し
み
の
風
を
越
え
て
…
」

―
「
「
我
ら
は
魔
を
断
つ
道
を
征
く
！
！
」
」

―
「
「
汝
、
純
粋
な
る
翼
！
ロ
　
ガ
　
エ
　
ス
　
！
」
」

　―
―
ロ
ガ
エ
ス
だ
っ
て
無
論
、
俺
の
相
棒
だ
。
そ
れ
に
、
ノ
ー
デ
ン
ス
や
テ
ィ

ン
ダ
ロ
ス
も
…
ハ
ス
タ
ー
は
…
…
う
ん
、
性
欲
抑
え
れ
ば
ね
―
―

　―
「
か
か
っ
て
き
な
残
骸
共
！
俺
達
は
剣
士
の
道
を
抉
じ
開
け
る
風
だ
！
こ
っ

デ
モ
ン
ベ
イ
ン
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か
ら
先
は
ア
ン
チ
ク
ロ
ス
と
一
体
の
鬼
械
神
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
！
盛
大

マ
キ
ー
ナ

に
踊
ろ
う
ぜ
！
」

　　「
漸
く
倒
れ
た
か
…
さ
っ
す
が
ナ
コ
ト
写
本
、
残
骸
に
な
っ
て
も
伊
達
じ
ゃ
な

い
な
…
…
」

「
…
う
ん
、
強
か
っ
た
」

「
で
も
、
勝
て
た
な
」

「
…
う
ん
」

「
…
あ
ー
―
―
―
体
が
軽
い
な
…
そ
ろ
そ
ろ
限
界
か
ね
ぇ
」

「
…
…
あ
、
空
が
」

仰
向
け
で
倒
れ
て
い
る
俺
を
膝
枕
す
る
エ
ノ
ク
が
、
空
が
輝
い
た
事
に
気
付
く
。

「
あ
あ
、
確
か
―
―
―
『
輝
く
ト
ラ
ペ
ゾ
ヘ
ド
ロ
ン
』
だ
っ
た
か
。
―
―
―
っ

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ

て
こ
た
ぁ
、
ア
イ
ツ
ら
、
や
っ
た
み
た
い
だ
な
…
…
」

「
…
う
ん
」

「
あ
ー
…
―
―
―
帰
っ
て
き
た
ら
何
か
作
っ
て
や
ん
な
き
ゃ
な
…
エ
ノ
ク
、
お

前
は
…
何
が
い
い
？
」

「
じ
ゃ
あ
…
■
■
ト
の
作
っ
た
、
ハ
ン
バ
ー
グ
…
…
か
な
」

微
笑
ま
し
い
よ
う
な
会
話
。

俺
の
問
い
に
、
エ
ノ
ク
は
泣
き
そ
う
な
笑
顔
で
答
え
る
。
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「
そ
っ
…
か
…
…
じ
ゃ
、
あ
…
張
り
切
ん
な
き
ゃ
…
な
」

「
…
う
ん
、
う
ん
…
…
手
伝
う
、
よ
」

「
は
は
っ
…
…
そ
り
ゃ
、
楽
し
み
…
だ
」

「
…
…
…
う
ん
」

「
…
お
い
お
い
、
何
…
泣
き
そ
う
…
…
な
、
顔
し
て
ん
…
だ
。
俺
は
…
…
…
…

お
前
の
、
笑
っ
た
顔
…
好
き
な
の
…
に
よ
…
…
」

「
そ
う
…
だ
っ
た
ね
」

今
に
も
泣
き
そ
う
な
顔
が
、
と
び
き
り
の
笑
顔
に
変
わ
る
。

し
か
し
、
目
の
端
に
は
、
大
粒
の
涙
が
あ
っ
た
。

「
そ
う
、
そ
う
…
そ
の
…
笑
顔
、
だ
…
…
悪
い
、
少
し
疲
れ
た
…
」

「
じ
ゃ
あ
…
二
人
が
来
た
ら
、
起
こ
す
ね
…
？
」

「
あ
あ
…
頼
む
、
な
…
…
…
…
…
…
」

そ
う
言
っ
た
俺
は
目
を
閉
じ
て
、
軽
く
サ
ム
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
手
は
…
糸
が
切
れ
た
よ
う
に
、
落
ち
た
。

　「
お
や
す
み
…
…
そ
し
て
―
―
―
―
―
お
つ
か
れ
さ
ま
…
ア
キ
ト
」

　こ
こ
ま
で
が
、
『
俺
』
が
覚
え
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
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と
あ
る
魔
術
師
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
…

ア
キ
ト
「
待
て
コ
ラ
」

お
や
、
探
偵
と
同
じ
く
ロ
リ
コ
ン
で
齢
３
５
６
の
ボ
ー
イ
（
シ
ョ
タ
じ
ゃ
な
い

よ
！
）
ジ
ジ
イ
で
は
な
い
か
。

ア
キ
ト
「
九
郎
と
同
じ
じ
ゃ
ね
ぇ
！
そ
れ
に
ボ
ー
イ
ジ
ジ
イ
っ
て
な
ん
だ
よ
オ

イ
！
」

次
回
は
設
定
を
挟
ん
で
本
編
で
す
！

ア
キ
ト
「
あ
、
こ
ら
逃
げ
ん
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」
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設
定
資
料
そ
の
１
（
前
書
き
）

デ
モ
ン
ベ
イ
ン
の
世
界
に
居
た
時
の
主
人
公
と
そ
の
他
の
設
定
で
す
。
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設
定
資
料
そ
の
１

真
風
　
明
人

（
マ
カ
ゼ
　
ア
キ
ト
）

・
享
年
（
？
）
：
３
５
６
歳

・
外
見
年
齢
：
２
２
歳

・
容
姿
↓

［
通
常
時
］

髪
：
濃
紺

眼
：
翠

［
マ
ギ
ウ
ス
ス
タ
イ
ル
］

髪
：
蒼
炎

眼
：
黄
金

・
好
き
な
も
の

人
間
、
青
空
、
そ
よ
風
、
エ
ノ
ク
（
魔
道
書
）

・
嫌
い
な
も
の

怪
異
、
曇
り
空
、
不
死
、
ア
ン
チ
ク
ロ
ス

　・
備
考

独
自
の
魔
術
で
不
老
長
寿
と
な
っ
た
魔
術
師
。

時
の
流
れ
と
共
に
変
わ
る
人
と
な
り
を
観
察
す
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
、

と
あ
る
日
に
ナ
イ
ア
と
出
会
い
、
未
来
に
起
こ
る
事
件
の
存
在
を
知
る
。

ナ
イ
ア
…
ナ
イ
ア
ル
ラ
ト
ホ
テ
ッ
プ
は
明
人
を
自
陣
に
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
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が
、
「
人
間
や
こ
の
世
界
を
危
険
に
晒
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
断
り
、
ナ

イ
ア
は
渋
々
と
退
い
た
。

そ
し
て
、
大
十
字
九
郎
と
出
会
い
、
様
々
な
人
々
と
出
会
い
、
ア
ン
チ
ク
ロ
ス

か
ら
ア
ー
カ
ム
シ
テ
ィ
を
守
り
、
邪
神
決
戦
の
直
前
…
倒
し
た
は
ず
の
ア
ン
チ

ク
ロ
ス
の
鬼
械
神
ら
が
集
結
し
、
足
止
め
を
喰
ら
う
。

マ
キ
ー
ナ

し
か
し
そ
こ
に
乱
入
し
た
明
人
と
、
そ
の
魔
道
書
『
エ
ノ
ク
』
…
そ
し
て
そ
の

鬼
械
神
の
『
ロ
ガ
エ
ス
』
は
、
ア
ン
チ
ク
ロ
ス
七
人
の
七
体
の
鬼
械
神
の
残
骸

マ
キ
ー
ナ

と
戦
う
。

無
事
倒
し
た
明
人
と
エ
ノ
ク
だ
が
、
魔
力
も
な
く
、
魂
も
尽
き
、
『
存
在
そ
の

も
の
』
を
魔
力
や
生
命
力
と
し
て
消
費
し
た
結
果
…
自
ら
の
魔
道
書
、
エ
ノ
ク

に
見
取
ら
れ
な
が
ら
長
き
生
涯
を
閉
じ
た
。

明
人
に
は
親
は
い
な
い
。

実
は
そ
の
親
は
星
間
宇
宙
と
風
神
達
の
長
で
あ
り
、
ロ
ガ
エ
ス
の
武
装
『
マ
ス

タ
ー
・
オ
ブ
・
ハ
ス
タ
ー
』
そ
の
も
の
で
あ
る
『
ハ
ス
タ
ー
』
で
あ
る
。

ハ
ス
タ
ー
は
中
立
的
立
場
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、
息
子
は
別
。
変
態
的
に
溺
愛

し
て
い
る
。

そ
の
親
子
関
係
は
『
事
後
』
に
本
人
か
ら
当
人
に
伝
え
ら
れ
、
当
人
は
そ
の
事

は
は
お
や

む
す
こ

む
す
こ

実
に
天
を
仰
い
だ
と
か
仰
が
な
か
っ
た
と
か
。

　魔
道
書
『
エ
ノ
ク
の
書
』

外
見
↓

［
本
状
態
］
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ネ
ク
ロ
ノ
ミ
コ
ン
と
酷
似

［
精
霊
状
態
］

外
見
年
齢
：
１
２
歳

ア
ル
＝
ア
ジ
フ
と
酷
似
。
し
か
し
髪
と
眼
、
服
と
装
飾
（
？
）
が
違
う
。

髪
：
サ
フ
ァ
イ
ア
ブ
ル
ー

眼
：
翡
翠
色

セ
ミ
ロ
ン
グ
で
黒
い
ソ
フ
ト
帽
を
被
っ
て
い
る
。

服
は
ア
ル
＝
ア
ジ
フ
の
赤
ｖ
ｅ
ｒ
に
、
黄
色
い
リ
ボ
ン
。

　ア
ル
＝
ア
ジ
フ
と
は
正
反
対
の
性
格
で
、
寡
黙
で
純
真
無
垢
。

魔
術
の
制
御
や
知
識
は
ア
ル
＝
ア
ジ
フ
と
同
じ
。

一
応
、
ク
ト
ゥ
グ
ア
、
イ
タ
ク
ァ
、
ア
ト
ラ
ッ
ク
＝
ナ
チ
ャ
、
バ
ル
ザ
イ
の
偃

月
刀
、
シ
ャ
ン
タ
ク
は
使
え
る
が
、
デ
モ
ン
ベ
イ
ン
の
物
よ
り
扱
い
難
く
、
燃

費
も
悪
く
、
威
力
が
低
い
と
い
う
三
重
苦
。

し
か
し
、
明
人
の
独
自
魔
術
『
契
約
武
装
』
で
他
の
『
存
在
』
と
『
契
約
』
し
、

自
ら
の
『
武
装
』
と
し
た
。

鬼
械
神
：
『
ロ
ガ
エ
ス
』

　鬼
械
神
『
ロ
ガ
エ
ス
』

デ
モ
ン
ベ
イ
ン
と
酷
似
し
た
鬼
械
神
。

頭
部
の
突
起
が
サ
メ
の
背
ビ
レ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
両
肘
に
三
枚
羽
の
よ
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う
に
刃
が
広
が
っ
て
い
る
。

・
基
本
武
装
↓

頭
部
バ
ル
カ
ン
砲
２
門

脚
部
シ
ー
ル
ド
断
鎖
術
式
『
一
号
ゴ
ー
ル
ド
』
・
『
二
号
シ
ル
バ
ー
』

腕
部
稼
動
刃
『
デ
ィ
ー
・
ド
ゥ
ー
ン
』

・
呪
術
武
装
（
劣
化
版
）
↓

捕
縛
結
界
『
ア
ト
ラ
ッ
ク
＝
ナ
チ
ャ
』

回
転
式
拳
銃
『
イ
タ
ク
ァ
』
マ
テ
バ
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
カ
ス
タ
ム

自
動
拳
銃
『
ク
ト
ゥ
グ
ア
』
モ
ー
ゼ
ル
カ
ス
タ
ム

バ
ル
ザ
イ
の
偃
月
刀

飛
行
ユ
ニ
ッ
ト
『
シ
ャ
ン
タ
ク
』

双
短
剣
『
ロ
イ
ガ
ー
』
、
『
ツ
ァ
ー
ル
』

・
契
約
武
装
↓

大
型
散
弾
銃
『
テ
ィ
ン
ダ
ロ
ス
』
モ
ス
バ
ー
グ
カ
ス
タ
ム

『
テ
ィ
ン
ダ
ロ
ス
の
猟
犬
』
と
契
約
し
、
得
た
武
装
で
、
大
型
散
弾
銃
『
テ
ィ

ン
ダ
ロ
ス
』
を
触
媒
に
『
霧
の
狗
』
を
発
現
さ
せ
る
。

ク
ト
ゥ
グ
ア
と
同
じ
く
装
飾
性
を
配
し
た
ス
ト
イ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
異
様

性
と
禍
々
し
さ
を
放
つ
デ
ザ
イ
ン
ラ
イ
ン
を
持
つ
暗
緑
と
紅
蓮
の
ポ
ン
プ
ア
ク

シ
ョ
ン
式
散
弾
銃
。

テ
ィ
ン
ダ
ロ
ス
の
猟
犬
の
異
能
を
持
っ
た
口
径
１
２
ゲ
ー
ジ
の
銃
弾
『
ク
ロ
ッ

ク
＝
オ
ブ
＝
テ
ィ
ン
ダ
ロ
ス
』
を
発
砲
す
る
。

こ
の
銃
は
自
動
照
準
機
能
が
あ
り
相
手
の
急
所
を
的
確
に
か
つ
確
実
に
破
壊
で

き
る
。

術
者
は
弾
丸
と
思
考
を
リ
ン
ク
す
る
事
が
で
き
、
弾
道
を
操
作
す
る
事
が
可
能

で
障
害
や
障
壁
、
時
空
や
空
間
を
超
え
て
敵
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
。

装
弾
数
は
九
発
。

モ
デ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
銃
メ
ー
カ
ー
『
モ
ス
バ
ー
グ
社
』
の
『
モ
ス
バ
ー
グ
Ｍ
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５
９
０
』
の
カ
ス
タ
ム
モ
デ
ル
。

詳
し
く
は
『
モ
ス
バ
ー
グ
　
Ｍ
５
０
０
』
で
検
索
を
。

精
霊
形
態
で
は
褐
色
の
肌
で
緑
色
の
髪
に
青
黒
い
眼
の
ク
ー
ル
な
女
性
。

　軽
機
関
銃
『
ノ
ー
デ
ン
ス
』
Ｈ
＆
Ｋ
カ
ス
タ
ム

大
い
な
る
深
淵
の
王
『
ノ
ー
デ
ン
ス
』
と
契
約
し
、
得
た
武
装
で
、
軽
機
関
銃

『
ノ
ー
デ
ン
ス
』
を
触
媒
に
『
水
の
鯱
』
を
発
現
す
る
。

深
海
の
神
秘
を
思
わ
せ
る
深
海
の
よ
う
な
深
い
青
色
で
相
対
す
る
よ
う
な
無
骨

な
フ
ォ
ル
ム
を
持
つ
深
淵
の
王
の
恩
恵
を
受
け
た
口
径
５
．
５
６
ｍ
ｍ
×
４
５

の
『
ロ
ー
ド
＝
オ
ブ
＝
グ
レ
ス
ト
＝
ア
ビ
ス
』
を
駆
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

マ
シ
ン
ガ
ン
。

た
っ
た
数
秒
の
連
射
で
破
壊
ロ
ボ
を
蜂
の
巣
に
出
来
る
ほ
ど
の
威
力
を
持
ち
、

威
力
の
調
整
次
第
で
弾
幕
に
よ
る
牽
制
な
ど
が
可
能
と
な
る
。

モ
デ
ル
は
ド
イ
ツ
の
銃
メ
ー
カ
ー
『
Ｈ
＆
Ｋ
社
』
の
『
Ｈ
＆
Ｋ
 

Ｍ
Ｇ
４
３
』

の
カ
ス
タ
ム
モ
デ
ル
。

詳
し
く
は
『
Ｈ
＆
Ｋ
　
Ｍ
Ｇ
４
３
』
で
検
索
を
。

精
霊
形
態
で
は
、
白
い
肌
で
深
く
青
い
髪
に
黒
い
眼
の
お
淑
や
か
な
女
性
。

　武
装
ユ
ニ
ッ
ト
『
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ハ
ス
タ
ー
』

星
間
宇
宙
と
風
の
神
々
の
長
で
あ
る
『
ハ
ス
タ
ー
』
と
契
約
し
、
得
た
武
装
で
、

武
装
ユ
ニ
ッ
ト
『
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ハ
ス
タ
ー
』
を
触
媒
に
発
現
す
る
。

形
状
は
大
き
な
黒
い
マ
ン
ト
で
、
マ
ン
ト
の
裏
に
様
々
な
魔
術
武
装
が
格
納
さ

れ
て
い
る
。

蛇
剣
『
ビ
ヤ
ー
キ
ー
』
、
大
型
狙
撃
銃
『
オ
リ
オ
ン
』
、
大
剣
『
ハ
ス
タ
ー
』
、

双
剣
『
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ゴ
』
な
ど
。
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精
霊
形
態
で
は
、
白
い
肌
で
薄
黄
緑
の
髪
に
赤
黒
い
眼
の
妖
艶
な
女
性
。

　・
術
式

第
一
近
接
相
反
呪
法
『
セ
ラ
エ
ノ
・
ブ
レ
イ
カ
ー
』

そ
の
手
で
触
れ
た
も
の
を
無
限
熱
量
と
対
極
を
な
す
絶
対
零
度
と
が
反
発
し
合

っ
て
で
き
る
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
相
手
に
叩
き
込
ん
で
『
存
在
そ
の
も
の
』

を
風
化
さ
せ
て
消
滅
さ
せ
る
ロ
ガ
エ
ス
の
奥
義
。

口
上
は
「
太
陽
よ
り
吹
く
風
は
闇
を
祓
い
、
闇
よ
り
吹
く
風
は
光
を
無
に
還
す
」

　近
接
粉
砕
呪
法
『
ヤ
デ
ィ
ス
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
』

デ
モ
ン
ベ
イ
ン
と
同
じ
く
脚
部
を
庇
う
よ
う
に
備
え
付
け
ら
れ
た
二
基
の
シ
ー

ル
ド
に
は
時
空
間
を
歪
ま
せ
る
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、
断
鎖
術
式
ゴ
ー
ル
ド
、

シ
ル
バ
ー
（
空
間
歪
曲
機
構
）
を
解
放
す
る
こ
と
で
爆
発
的
な
推
進
力
と
重
力

制
御
能
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

推
進
力
の
ベ
ク
ト
ル
を
操
作
し
、
重
力
制
御
に
よ
り
慣
性
を
捻
じ
曲
げ
た
よ
う

な
超
機
動
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
質
量
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
敵
に
直
接
叩
き
込
む
キ

ッ
ク
が
『
ヤ
デ
ィ
ス
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
』
で
あ
る
。

（
要
は
ほ
と
ん
ど
デ
モ
ン
ベ
イ
ン
の
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
・
ス
ト
ラ
イ
ク
』
と

同
じ
）
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設
定
資
料
そ
の
１
（
後
書
き
）

如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

次
回
、
い
よ
い
よ
現
代
（
？
）
へ
！
？
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一
項
目
　
Ｉ
　
Ａ
Ｍ
　
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
（
前
書
き
）

い
よ
い
よ
開
始
で
す
。
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一
項
目
　
Ｉ
　
Ａ
Ｍ
　
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ

―
―
さ
て
、
前
回
か
ら
引
き
続
き
周
囲
が
全
く
分
か
ら
な
い
わ
け
だ
が
…

「
う
わ
…
」

―
―
げ
…

　周
囲
を
見
渡
し
た
先
に
は
、
九
郎
達
が
倒
し
た
は
ず
の
邪
神
…
胡
散
臭
い
古
書

屋
の
司
書
だ
か
店
員
だ
か
の
ナ
イ
ア
と
い
う
妖
艶
な
女
性
で
あ
り
、
這
い
寄
る

混
沌
そ
の
も
の
で
あ
る
…
ナ
イ
ア
ル
ラ
ト
ホ
テ
ッ
プ
（
ナ
イ
ア
の
格
好
）
が
い

た
。

　「
は
ー
…
何
で
キ
ミ
が
こ
こ
に
い
る
か
な
ぁ
…
。
一
応
こ
こ
っ
て
ば
、
平
行
世

界
と
平
行
世
界
の
狭
間
な
ん
だ
よ
？
な
●
は
で
言
う
時
空
間
な
ん
だ
よ
？
折
角

彼
ら
が
僕
を
倒
し
て
、
そ
の
物
語
を
読
も
う
と
楽
し
み
に
し
て
た
の
に
…
ヤ
る

ぞ
ボ
ー
イ
ジ
ジ
イ
」

「
お
前
に
言
わ
れ
た
く
な
い
ぞ
オ
イ
！
ジ
ャ
パ
ン
古
来
か
ら
の
帰
ら
せ
方
『
お

茶
漬
け
』
の
恨
み
か
！
？
そ
れ
と
も
お
前
の
空
間
術
式
解
析
し
て
勝
手
に
平
行

世
界
へ
旅
し
て
た
お
仕
置
き
か
！
？
」

「
紅
茶
や
お
茶
じ
ゃ
な
く
て
お
茶
漬
け
出
し
た
の
っ
て
そ
う
言
う
意
味
！
？
と

い
う
よ
り
後
半
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
！
？
」

「
何
だ
と
！
？
流
石
邪
神
だ
な
！
誘
導
尋
問
は
お
手
の
物
か
！
」
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「
墓
穴
掘
っ
た
の
キ
ミ
だ
よ
！
？
」

　緊
張
感
の
無
い
質
疑
応
答
が
続
く
。

…
っ
て
か
、
さ
っ
き
か
ら
俺
の
体
が
あ
る
？

　「
一
応
キ
ミ
っ
て
ば
、
連
中
…
旧
神
と
な
っ
た
ん
だ
よ
？
そ
の
直
後
死
ん
だ
け

ど
」

　ぜ
ぁ
は
ぁ
言
い
な
が
ら
地
の
文
に
答
え
る
ナ
イ
ア
。

…
お
前
の
存
在
っ
て
メ
タ
臭
ぇ
な
。

　「
っ
て
か
お
前
、
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
！
？
」

「
だ
か
ら
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ
！
さ
ぁ
行
く
が
い
い
！
新
た
な
旧
神
よ
！
キ
ミ

用
に
用
意
し
た
舞
台
が
、
キ
ミ
を
待
っ
て
い
る
！
」

「
ち
ょ
、
ふ
ざ
け
…
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
！
」
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 「
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
…
…
あ
？
…
な
ん
だ
夢
か
…

―
―
―
っ
て
ぇ
…
な
、
な
、
な
、
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

　邪
神
に
落
と
さ
れ
、
目
覚
め
た
俺
の
姿
は
、
大
い
に
変
化
し
て
い
た
！

ナ
イ
ア

　八
角
柱
状
の
肩
装
甲
に
、
同
じ
く
八
角
柱
状
の
腕
。
（
手
は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
）

　熊
の
足
を
模
し
た
よ
う
な
四
角
い
足
…
胴
体
も
寸
胴
（
？
）
で
、
全
体
的
に
薄

茶
色
…

　「
何
が
ど
う
な
っ
て
…
ん
？
」

脇
に
あ
っ
た
鏡
に
気
付
く
。

そ
こ
で
俺
は
見
て
し
ま
っ
た
…

　「
…
ロ
ボ
く
ま
？
」

　顔
が
妙
に
四
角
い
メ
タ
リ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ン
の
熊
が
鏡
に
映
っ
て
い
た
…
！
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　―
？
？
？
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

え
っ
と
…
こ
ん
に
ち
わ
！

こ
ち
や
さ
な
え
、
８
さ
い
で
す
！

今
日
は
、
学
校
が
お
休
み
な
の
で
す
が
、
お
く
ら
の
掃
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
わ
た
し
が
も
っ
と
小
さ
い
こ
ろ
に
す
わ
こ
さ
ま
と
か
な
こ
さ
ま

が
つ
く
っ
た
『
で
ん
じ
か
ら
く
り
』
が
あ
っ
た
っ
け
…

き
れ
い
に
し
て
あ
げ
な
き
ゃ
！

　「
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

　わ
、
わ
、
何
で
す
か
！
？

お
く
ら
か
ら
大
声
が
！
？
え
と
、
え
っ
と
…

　「
う
わ
ー
ー
ー
ー
ん
！
！
す
わ
こ
さ
ま
か
な
こ
さ
ま
ー
ー
ー
ー
！
！
」

―
？
？
？
改
め
東
風
谷
早
苗
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｏ
ｕ
ｔ

　な
、
何
だ
？

何
と
も
い
え
な
い
罪
悪
感
が
俺
を
襲
う
…
（
汗
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取
り
敢
え
ず
現
状
把
握
だ
。

　・
人
間
の
体
じ
ゃ
な
く
て
、
何
か
機
械
の
熊
っ
ぽ
い
感
じ
に
な
っ
て
る
。

・
周
囲
は
何
か
の
倉
庫
の
よ
う
だ
。

・
遠
く
に
三
つ
、
魔
の
気
と
い
う
よ
り
旧
神
に
近
い
力
を
感
じ
る
。

・
邪
な
思
考
を
持
つ
生
命
体
を
感
知
。

・
そ
の
生
命
体
が
三
つ
の
う
ち
一
つ
の
力
に
近
付
い
て
…

　…
っ
て
は
ぁ
！
？

し
か
も
そ
の
一
つ
っ
て
他
二
つ
よ
り
小
さ
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！

 そ
れ
に
俺
の
魔
力
量
よ
り
小
さ
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！

（
普
通
、
旧
神
＞
＞
＞
魔
力
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
生
命
力
＞
＞
存
在
　
な
の
だ

が
…
俺
の
場
合
　
旧
神
（
普
通
）
＞
魔
力
≧
生
命
力
≧
存
在
　
な
の
で
あ
る
）

さ
っ
さ
と
助
け
ね
ぇ
と
！
！

　―
第
三
者
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

土
蔵
か
ら
神
社
本
堂
へ
向
か
う
境
内
に
一
人
の
少
女
と
怪
し
げ
な
男
が
い
た
。

少
女
は
こ
こ
の
巫
女
見
習
い
の
東
風
谷
早
苗
。

対
す
る
男
は
、
近
所
で
噂
に
な
っ
て
る
連
続
婦
女
暴
行
事
件
で
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
男
で
あ
っ
た
。
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　「
へ
へ
っ
…
丁
度
い
い
ぜ
。
お
前
を
誘
拐
し
て
身
代
金
た
っ
ぷ
り
貰
う
つ
い
で

に
、
『
楽
し
ま
せ
て
』
も
ら
う
ぜ
」

　少
女
は
本
能
的
に
自
ら
の
危
機
を
感
じ
た
。

親
は
今
、
買
い
物
に
行
っ
て
て
誰
も
い
な
い
。

携
帯
も
、
自
分
の
部
屋
だ
。

頼
み
の
綱
で
あ
る
神
様
二
人
も
、
お
世
辞
に
も
自
分
を
助
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
力

は
無
い
。

完
全
な
る
、
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

　（
だ
れ
か
…
た
す
け
て
っ
！
！
）

　苦
し
紛
れ
に
願
う
。

そ
れ
が
例
え
、
無
駄
だ
と
本
能
で
分
か
っ
て
い
て
も
…

　し
か
し
そ
れ
は
―
―
―
―
―

　「
ヤ
デ
ィ
ィ
ィ
ィ
ッ
ス
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
」

　―
―
―
―
―
意
外
な
形
で
破
壊
さ
れ
る
。
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　「
ぐ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
」

蹴
り
飛
ば
さ
れ
る
男
、
そ
れ
を
蹴
っ
た
…
熊
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
。

　「
え
…
…
？
」

　そ
れ
は
、
少
女
が
今
よ
り
更
に
小
さ
い
頃
…
神
様
二
人
に
強
請
っ
た
特
撮
の
、

ね
だ

自
分
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
！

名
を
…
…

　「
ベ
ア
ッ
ク
！
！
」

　全
体
的
に
メ
タ
リ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ン
の
鋼
の
体
。

熊
を
彷
彿
と
さ
せ
る
全
体
像
。

『
そ
れ
』
こ
そ
、
少
女
が
『
最
高
の
親
友
』
と
し
て
、
動
く
日
を
日
々
待
ち
続

け
た
存
在
で
あ
っ
た
！

　「
年
端
も
い
か
ね
ぇ
少
女
を
襲
う
と
は
…
男
の
風
上
に
置
け
な
い
者
め
！
こ
の

俺
が
成
敗
し
て
や
ら
ぁ
！
！
」

「
な
、
何
な
ん
だ
よ
！
何
だ
よ
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
！
」
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　即
座
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
男
。

し
か
し
、
そ
れ
は
阻
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　「
逃
が
す
か
！
《
隆
起
す
る
は
母
な
る
大
地
！
！
》
」

　少
女
に
『
ベ
ア
ッ
ク
』
と
呼
ば
れ
た
熊
（
？
）
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
何
か
の
呪

文
を
言
う
と
地
面
を
叩
く
。

す
る
と
、
境
内
の
石
畳
の
両
脇
の
地
面
か
ら
土
が
盛
り
上
が
り
、
男
の
前
に
壁

と
な
っ
て
ふ
さ
が
る
。

　「
ホ
ン
ト
に
何
な
ん
だ
よ
お
前
！
！
」

　困
惑
し
、
再
び
同
じ
事
を
言
う
男
に
対
し
『
ベ
ア
ッ
ク
』
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、

告
げ
た
。

　「
た
だ
の
魔
術
師
だ
。
さ
っ
さ
と
捕
ま
れ
！
《
捕
ら
え
よ
！
風
の
民
！
》
」

　『
ベ
ア
ッ
ク
』
が
手
を
振
る
う
と
、
旋
風
が
男
を
捕
ら
え
る
。

つ
む
じ
か
ぜ

　「
子
供
に
手
を
出
す
奴
は
さ
っ
さ
と
警
察
に
厄
介
に
な
り
な
」
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「
ベ
ア
ッ
ク
！
！
」

　少
女
…
早
苗
が
『
ベ
ア
ッ
ク
』
に
抱
き
付
く
。

突
然
の
こ
と
に
戸
惑
う
『
ベ
ア
ッ
ク
』
で
あ
っ
た
が
、
取
り
敢
え
ず
頭
を
撫
で

て
お
く
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　―
数
十
分
後
…

　掛
け
付
け
た
警
察
が
、
ロ
ー
プ
で
縛
ら
れ
た
指
名
手
配
の
男
を
見
つ
け
る
。

通
報
を
受
け
た
警
察
の
内
、
二
人
の
警
察
官
が
地
面
に
座
る
早
苗
と
木
に
寄
り

掛
か
る
『
ベ
ア
ッ
ク
』
に
近
付
く
。

　「
君
が
通
報
し
て
く
れ
た
の
か
な
？
」

「
…
あ
、
は
い
！
」

　二
人
の
警
察
官
の
内
の
一
人
…
『
根
洲
』
と
い
う
男
が
早
苗
に
優
し
く
話
し
か

ネ
ス

け
、
そ
の
隣
に
寄
り
掛
か
る
熊
っ
ぽ
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
や
る
。

　「
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
？
」

「
ベ
ア
ッ
ク
！
わ
た
し
の
『
し
ん
ゆ
う
』
で
す
！
」
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「
そ
っ
か
。
少
し
ベ
ア
ッ
ク
君
と
話
し
た
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
向
こ
う
で

待
っ
て
て
く
れ
る
か
な
？
」

「
は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
！
」

　て
て
て
…
と
離
れ
て
い
く
早
苗
。

そ
の
時
、
根
洲
の
部
下
で
あ
る
警
官
…
『
石
野
』
が
訝
し
げ
に
根
洲
に
話
し
掛

い
し
の

け
る
。

　「
（
ち
ょ
っ
と
先
輩
！
ど
う
せ
こ
れ
き
ぐ
る
み
か
何
か
で
す
っ
て
。
ど
う
せ
親

が
…
）
」

「
（
親
は
今
外
出
中
と
聞
い
た
。
但
野
―
―
―
『
ベ
ア
ッ
ク
』
が
捕
ま
え
た
男

た
だ
の

で
あ
る
―
―
―
が
襲
お
う
と
し
た
と
き
に
、
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
間
に
乱
入
し
た

そ
う
だ
）
」

「
（
そ
ん
な
夢
み
た
い
な
話
―
―
―
―
―
）
」

「
残
念
だ
が
、
き
ぐ
る
み
で
も
夢
み
た
い
な
話
で
も
ね
ぇ
。
全
部
事
実
だ
」

「
「
！
！
」
」

　小
さ
な
声
で
話
し
て
い
た
は
ず
が
、
目
の
前
の
熊
の
よ
う
な
存
在
に
丸
聞
こ
え

で
あ
っ
た
。

き
ぐ
る
み
な
ら
ば
、
逆
に
反
響
し
て
聞
き
辛
い
。

た
だ
の
ロ
ボ
ッ
ト
な
ら
ば
、
こ
ん
な
人
間
臭
い
返
事
は
し
な
い
。

　「
君
は
、
一
体
…
」
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「
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
 

ｔ
ｏ
 

Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｓ
…
世
の
中
、
知
ら
な
く
て
も
い
い
こ
と
は

星
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
よ
」

「
な
っ
…
貴
様
っ
「
い
い
さ
、
石
野
」
先
輩
！
？
」

　根
洲
の
質
問
に
、
『
ベ
ア
ッ
ク
』
は
「
知
る
必
要
は
な
い
」
と
答
え
た
。

そ
の
答
え
に
、
石
野
は
怒
り
を
感
じ
る
が
根
洲
に
止
め
ら
れ
る
。

石
野
を
止
め
た
根
洲
は
、
『
ベ
ア
ッ
ク
』
に
向
き
直
す
。

　「
わ
か
っ
た
。
誰
し
も
秘
密
を
持
っ
て
い
る
も
の
だ
―
―
―
―
―
そ
れ
は
君
も

例
外
で
は
無
い
と
い
う
事
。

犯
人
逮
捕
の
御
協
力
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
い
い
っ
て
。
目
の
前
で
人
が
困
っ
て
ん
の
…
放
っ
て
お
い
た
ら
後
味
悪
い
し

な
」

「
そ
う
か
…
…
石
野
、
帰
る
ぞ
」

「
え
…
あ
、
は
い
！
」

　そ
し
て
、
警
官
二
人
は
去
っ
て
い
っ
た
。

　（
あ
の
二
人
…
ネ
ス
さ
ん
と
ス
ト
ー
ン
さ
ん
そ
っ
く
り
だ
っ
た
な
…
…
）
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　『
ベ
ア
ッ
ク
』
が
そ
う
考
え
て
い
る
と
、
先
ほ
ど
の
少
女
と
、
最
初
に
感
じ
た

『
旧
神
に
近
い
力
』
の
二
つ
が
や
っ
て
き
た
。

　『
あ
り
ゃ
り
ゃ
…
ホ
ン
ト
に
動
い
て
る
よ
』

『
ふ
む
…
魂
が
入
っ
て
い
る
な
。
こ
れ
は
…
神
…
で
も
な
い
。
人
で
も
な
い
な
』

「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。
お
二
人
と
も
！
ベ
ア
ッ
ク
ー
！
む
か
え
に
き

た
よ
ー
！
」

　手
を
振
り
な
が
ら
や
っ
て
来
る
少
女
に
、
手
を
振
り
替
え
し
な
が
ら
『
ベ
ア
ッ

ク
』
…
い
や
、
『
真
風
明
人
』
は
思
う
。

　（
や
れ
や
れ
…
暫
く
は
御
厄
介
に
な
る
か
な
。
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
と
し
ま
す

か
）

　■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
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　「
ふ
む
ふ
む
…
か
な
り
奇
怪
な
こ
と
に
な
っ
て
る
け
ど
…
な
か
な
か
面
白
そ
う

じ
ゃ
な
い
か
♪
」

　と
あ
る
暗
闇
の
中
。

白
く
輝
く
ラ
ン
プ
を
傍
に
、
一
冊
の
本
を
読
む
女
性
が
一
人
…

　「
ま
、
彼
が
『
存
在
そ
の
も
の
』
を
消
費
し
た
か
ら
こ
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
け

ど
…
別
に
い
い
よ
ね
。

先
も
な
か
な
か
楽
し
そ
う
だ
し
♪
」

　嬉
々
と
し
て
喜
ぶ
女
性
。

そ
の
手
に
持
つ
本
の
、
先
が
気
に
な
る
よ
う
だ
。

し
か
し
…

　「
キ
ミ
も
そ
う
思
わ
な
い
か
い
？
」

　部
屋
の
隅
に
眼
を
向
け
ず
、
そ
う
言
う
女
性
。

そ
の
声
に
反
応
す
る
よ
う
に
、
『
空
間
そ
の
も
の
』
に
切
れ
目
が
入
り
、
中
か

ら
煌
び
や
か
な
女
性
が
出
て
く
る
。
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「
え
え
。
そ
れ
は
も
う
…
」

　煌
び
や
か
な
女
性
は
扇
を
広
げ
、
口
元
を
隠
し
て
微
笑
み
を
浮
か
べ
…

本
を
持
つ
女
性
は
手
を
口
元
に
ク
ス
ク
ス
と
笑
う
…

　ｅ
ｎ
ｄ
．
．
．
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一
項
目
　
Ｉ
　
Ａ
Ｍ
　
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
（
後
書
き
）

暫
く
は
「
早
苗
ち
ゃ
ん
守
っ
ち
ゃ
る
ぜ
！
」
編
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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